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1. 単元名
「書道Ⅰ」仮名の書

2. 単元設定の理由
　1学期から 2学期にかけて楷書・行書を中心に漢字の学習を学んできた。仮名は漢字を字母とし、日本で生ま
れた固有の文化である。したがって、国際化が進む現代において伝統文化である仮名を学ぶことは極めて重要な
ことである。
　多くの生徒が仮名の書に初めて接するため、古筆に触れるための基礎的・基本的な学習が必要となる。基礎的・
基本的な知識の習得においても「楽しさと発見」を心がけていきたい。さらに、古筆の学習を通して、仮名の連綿、
墨継ぎ、散らし書きなどの美しさと表現効果を理解し、日本文化である書を愛好してほしいと考え、この単元を
設定した。

3. 単元の目標
（1）仮名の変遷と成立を理解し、興味関心を深める。

（2）かなの用筆・運筆など基本的な技法を習得する。

（3）�仮名の連綿、墨継ぎ、散らし書きなどの特性を理解して臨書や鑑賞などの相互評価をすることで、日本の伝統的
美に対する感性を養う。

4. 評価の観点と基準
観点 ①知識・技能 ②思考・判断・表現 ③主体的に学習に取り組む態度

評
価
基
準

１ �仮名の成立や特徴を理解して
いる。

２ �古典の美や表現技法に関心を
持ち、積極的に身につけよう
としている。

３ �古典の用筆・運筆と字形・連
綿との関係を理解し、それら
を生かした表現技能を身につ
けようとしている。

１ �古典の書風に即した用筆・運
筆、字形、全体の構成につい
て構想し工夫している。

２ �仮名の要素を掴み表現に生か
そうとしている。

１ �古典の臨書や鑑賞の学習を通
して仮名の美を感受している。

２ �仮名の書の表現の特質に基づ
く表現をする幅広い表現の学
習活動に主体的に取り組もう
としている。

３ �仮名の書の意味や価値につい
て考えながら幅広い鑑賞の学
習に取り組もうとしている。

実践事例　

アクティブラーニング（学び合い）による
仮名の学習指導
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5. 単元の計画
● 仮名の導入：1時間
● いろは歌・変体仮名の学習：3時間（6�実践事例：3時間目）
● 仮名の古典（高野切第三種）の学習：3時間

時間 学習内容 補助教材等 評価計画

１
仮名の導入
（1）仮名の成立を学ぶ
（2）仮名の特徴を学ぶ
（3）仮名の運筆方法などの基本事項を学ぶ

ワークシート
自己評価シート

①
③

2 ・3・4
いろは歌・変体仮名の学習
（1）いろは歌の成立と字母を学ぶ
（2）変体仮名の成立や特徴を学ぶ

ワークシート
自己評価シート

①
③

5 ・6・7
仮名の古典の学習
（1）「高野切第三種」の鑑賞と臨書

ワークシート
自己・相互評価シート

①
②
③

6. 実践事例：いろは歌・変体仮名の学習（3時間目）
　アカデミックな内容を身近な材料を使用して展開するために、学年主任や担任に生徒へのメッセージをお願い
した。学校で身近な存在である「学年主任や担任の言葉」を解読することで意欲を持たせる工夫をした。本時は
事前に学習してインプットした学習内容をアウトプットする作業で、その後の学習につなげるものである。

◎本時の目標
● 主体的にグループ学習に参加しながら、変体仮名を理解し、読むことができる。（評価：①③）

◎本時の指導
時間 学習活動 指導上の留意点 評価の観点
導
入
（
5
分
）

◎ノート、筆記用具の準備をする。

◎�前回の復習として、「変体仮名とはどうい
うものかを確認し、発表する。

◎�授業で使用した「変体仮名」のプリントを用
意する。

◎�「変体仮名」とはどういうものか答えさせる。
自主的に答えられない場合は指名する。

① 1

、

展
開
（
30
分
）

◎プリント内容説明

◎ �8 班のグループに分かれ、班ごとに決めら
れた問題を解き、発表者を決める。

◎�作業開始
「変体仮名」に変換された先生方のメッセー
ジを班で協力して解読する。

◎�プリントを 4枚配布する。

◎�グループで１人発表者を決めておくよう指示
する。

◎�ポイント（注意事項）に留意しながら解くよ
う指示する。

◎�机間指導を行い、適宜助言する。

◎�再度、各班に発表者を１人決めるよう指示する。

① 2
② 2
③
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時間 学習活動 指導上の留意点 評価の観点
ま
と
め
（
5
分
）

◎答え合わせをする。
● �各班、与えられた問題の解答を発表する。
模範解答を見て答え合わせをする。

◎�「変体仮名」を使い分けることにより、ど
のような効果があるのかを考える。

◎自己評価シートを記入する。

◎�発表後、模範解答プリントを配布する。

◎�「変体仮名」を使い分けることにより、どの
ような効果があるのかを指名して答えさせる。

② 2
③

◎本時の評価
● 主体的にグループ活動に参加し、変体仮名を理解して読むことができたか。

◎配付資料
● プリント①「名探偵は誰だ？」（問題用紙 3枚、解答用紙 1枚、解答 1枚）

問
題
用
紙
１

問
題
用
紙
２



4

Copyright©2024 by Tokyo Shoseki Co.,Ltd.,Tokyo  All rights reserved.  Made in Japan.

「実践事例」は、東書 E ネット https://ten.tokyo-shoseki.co.jp/ でも会員限定で公開しております。
東書Ｅネットは、教育関係者を対象とした教育情報・教育資料の提供サイトです。会員登録は Web や FAX などで受け付けております。

問
題
用
紙
３

解
答
用
紙

解
答


